
体験クライミング申込書 Ｎｏ．　　　　　　　　　

　住所　　〒

　メールアドレス（任意）

　緊急連絡先　氏名　　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　　　　）

体験クライミングを行うにあたってのリスクの説明

　　クライミングは危険を伴う行為です。人口壁におけるクライミングにおいてもその本質は変わりません。

１．爪を延ばしたまま登ると怪我の原因となります。爪は手・足とも適切な長さに切ってください。

２．

３．

４．

５．ホールドはその性質上回転や破損を完全に防ぐことはできません。十分に考慮してください。

６．

７．

８．

９．

貴重品の管理は自己責任でお願いします。

　　　　　　　　　誓約書

　　　　茅野クライミングクラブ　殿 ２０　　　年　　　月　　　　日

　上記リスクの説明を理解したうえで、事故などのトラブルは自己の責任において処理します。

　

本人サイン　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

（続柄）　　　　　　　　　　

　フリガナ
　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(男　女)(　　　才) 　☎　　　　　　-　　　　　-　

　☎　　　　　　-　　　　　-

指輪・腕時計・装飾品・携帯電話などを身に着けていると本人だけではなく、落下などにより他人を怪我
させることにもつながります。クライミングに不要なものは身に着けないでください。

長い髪、スカーフなどはフォール時にロープ等に絡まり危険です。またバックルなどの金具類もフォール
時に自らを傷つけることがあります。長い髪は後ろに束ね、適切な服装を心がけてください。

クライミング中は壁に設置してある金具、カラビナなどの金属部分、およびボルト穴には触れないでくださ
い。特にフォール時に手が触れていると指切断などの事故原因となります。

着地マットは補助的な役割で使用しており、安全を保証するものではありません。特にマットの境目への
着地で捻挫が多発しています。

クライマーの下には立ち入らないでください。不意のフォールによる激突や落下物によって自らが傷つく
事故のみならず、ビレイの妨げとなることで他者を傷つける事故を招きかねません。

ロープやハーネスのセットミスはグランドフォールなどの重大な事故につながります。セットの確認は最終
的に当事者の責任です。

上記事項以外でも安全確保のために当クラブ会員から指示があった場合は、その指示に従ってください
。

10．

（18歳未満の場合）保護者サイン


